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＜連絡事項＞
　特記なし。

＜入室情報＞
【入院】
・山内　定子様～東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院

・越後　京子様～東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院

＜患者様連絡事項＞
・種市　久雄様～ベッドから起き上がり、車椅子乗車し付き添いにてすごすも立ち上がり頻回。
村上Drに状態報告し適宜車椅子ベルト使用可の指示受ける。

・田中　啓司様～大川PSWより内科種市病院より問題行動が無ければ転院を前向きに検討して頂けているとの報告あり。情報提供書を深澤Dｒ依頼している。看護サマリーは出来次第、大川PSWへ連絡をお願いします。妻様へ連絡済。

・木村　礼子様～大川PSWより内科種市病院より問題行動が無ければ転院を前向きに検討して頂けているとの報告あり。情報提供書を深澤Dｒ依頼している。看護サマリーは出来次第、大川PSWへ連絡をお願いします。長女様へ連絡済。

[bookmark: _GoBack]・戸田　廣隆様～入院時書類お渡し、返却物返却済

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察指示あり。開放中、入浴実施。その後も脱衣行為、危険行為なく静穏に過ごす。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。被害的、妄想様言動なく話の切り上げできており、礼節保たれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。着衣保てず開放観察見送っている。余暇時臥床している時間多い。危険行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。不穏・興奮なし。拘束部位の循環障害、皮膚トラブルなし。指示の採血も拒否なく実施。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜柞木田Dr診察情報＞
・一戸　康昭様～診察後、主治医より状態安定しているためBユニット移動可の指示あり。

・磯島　茜様～右耳の痛みあり、外耳も発赤がある為日程調整し、スタッフ付き添いでかねた耳鼻科医院受診の指示あり。

・長浜　厚子様～本人より揚げ物を食べたいと希望あり、許可となるが嘔吐した場合は再び制限すると説明あり。体重39.5kg維持できなければエンシュアを増量していく。

・滝田　英人様～Na低値であり、毎食に食塩追加の指示あり、管理栄養士と相談しふりかけをつける事とした。貧血あり、フェロミア（50）2T　1日2回　朝・夕食後処方あり。

・中居　敬悦様～診察時は落ち着いており、穏やか。北病棟転出可の指示。

・清水　ヨシエ様～身体の痛みの訴えあり、ヂュロキキセチンOD（20）1T　朝食後処方
苛々感あり、レキサルティOD（0.5）1T　朝食後処方他の臨時薬は同内容で処方。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和8年4月1日　:
　氏　　名：山内　定子様（やまうち　ていこ）様
　生年月日：昭和24年4月21日(76歳）
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞　　
　　R7年夫が死去しており、現在は次男と2人世帯だが次男は日中仕事に出ており
    1人で過ごすことが多い。元々は活発でよく笑う方であったが、長男からは、
    元々精神的に何らかの問題を抱いているようにはみえたとのこと。50代の頃
    長男へ『夫が殺されて小屋に仕舞われている』と電話をかけ、長男がかけつ
    けると夫婦二人で平然と過ごしていたことや、服の中に沢山のタオルを詰め
    ており、何をしているのか聞いても的を得た返答がないということがあった。
    R1年頃からは夫が癌に罹患したことにより気を張り詰めている様子がみられて
    いた。時期は不詳であるが、次男の部屋に入って、自身の兄の名を呼んで包丁
    を振り回すことや、姪が死去した際には理由は不明であるが親戚らに怒鳴る事
    があり、親戚も本人との距離を置いていた。他、人が入ってきた・何件か先に
    親戚が住んでいる、といった妄想が認められている。鍵やハンコ等の紛失も
    増えている。R7年に長男妻より高齢者支援センターへ「本人が自宅で叫んで
    いることがある」「家の鍵を替えたりもしている」と相談があり、家族と介護
    保険等を相談するように伝えていたが、以後連絡はなかった。2月末、本人が
    運転して交番へ行き「息子が息子じゃなくなった」「これから市役所に行く」
    と話すことがあり、警察から市の包括へ連絡があった。高齢者支援センターが
    再度訪問に行くと、会話は可能であるが、事実とは異なる発言も聞かれていた。
    長男としては、元々の精神疾患に認知低下もあいまってきているのではとの考え
    もあり、鑑別診断、症状改善のためR8年4月1日当院へ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和8年4月1日　
　氏　　名：越後　京子様（えちご　きょうこ）様
　生年月日：昭和24年1月1日(77歳）
　病　　名：反応性精神病、統合失調症
　合 併 症：薬剤性意識障害
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞　　
　　H12年2月18日2月22日当院初診し、同日1回目の当院への医療保護入院となる。
　　以降、計4回当院への入院歴あり。退院後はサービス付き高齢者向け住宅「福
　　の里」入所されている。退院後は外来通院にて薬物療法を継続し、施設内でも
　　落ち着いた様子で著変なく経過していたが、R8年3月20日に意識障害にて八戸市
　　立市民病院へ救急搬送される。精査の結果、身体的な異常所見は認められず。
　　精神科薬の可能性が高いとの判断となり、精神科薬を減量して経過をみたとこ
　　ろ、意識障害は改善されたものの減薬したことにより、幻覚、妄想等精神症状
　　の悪化がみられた。薬剤調整、専門治療目的にて転入院希望あり、R8年4月1日
　　東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。
